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紹介予約と当日紹介に関するアンケートご協力のお願い 

 『外来診療予約と当日紹介についてのアンケート調査』を同封しております。回答は案内に

記載のQRコードよりご回答いただくか、同封の回答用紙にご記入の上、返信用封筒にてご返

送ください。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

ご要望・ご意見等ございましたら、「診療所の先生方の声」として地域医療連携課までお寄せください。  

TEL／086-235-8555 FAX／086-235-8556  e-mail／renkei@okayama-med.jrc.or.jp 

岡山日赤ＨＰ 

がんサロン開催のお知らせ １.ミニレクチャー 

『がん化学療法を受けられる方の 

スキンケアについて』 

講師：皮膚排泄ケア認定看護師 長﨑 幸恵 

２.座談会 
 （内容は問いません） 

日時・会場 名称 演題・演者等 

令和7年11月5日(水) 
 19：00 ～ 19：20 
 岡山赤十字病院 
 南館1階 研修室 

第34回 
地域連携パス 
連絡会 

【脳卒中パスについて】 
岡山赤十字病院 脳卒中科部長  岩永 健 

【大腿骨頚部骨折パスについて】 
 岡山赤十字病院 第一整形外科副部長 

（兼）外傷センター長 保利 忠宏  

令和7年11月5日(水) 
 19：30 ～ 21：00 

 岡山赤十字病院 
 南館 1階 研修室 

 

第95回 
岡山赤十字病院 
病診連携研修会 
 

 

テーマ『急性期と地域をつなぐＡＣＰの実践と課題 
～救急の場面で役立たせるには～』 

●急性期病院の立場から 
 『ＡＣＰ対応できる救急システム』  

岡山赤十字病院 救急科部長 有嶋 拓郎 

●地域診療・救急の立場から 
 『かかりつけ医が果たすＡＣＰ支援の在り方』 

医療法人REGIONO 池田医院 院長 重松 照伸先生 
 『ＡＣＰと救急のかかわり』  

岡山市北消防署 救急第１係係長 指導救命士 池田 直樹先生                

●パネルディスカッション 

《生涯教育カリキュラム(1.5単位)： 
2:医療倫理:臨床倫理(0.5) 81:終末期のケア(0.5) 80:在宅医療(0.5)》 

研修会・カンファレンスのご案内 
※対面開催となります。 
 参加の際は、感染症予防対策にご理解・ご協力をお願いいたします。 

ＡＩ問診システムによる事前問診終了のお知らせ 

 当院の小児科と心臓血管外科で運用しておりましたＡＩ問診システム（Ｕｂｉｅ）による事前問診について、 

令和7年9月30日をもって終了となりました。ご協力ありがとうございました。 

日時：１１月１１日（火） １０：００～１１：００ 

場所：岡山赤十字病院 南館２階 会議室１ 

対象：がん患者さんとそのご家族 

   （入院中の方、通院中の方どなたでも参加できます） 

回答期限 
11月末まで 



院内Topics ニュース&報告 

 令和7年9月20日、中島先生、認知症ケアメンバーで健康講座を開催しました。今回の健康

講座の目玉は、VRで認知症を体験していただくことでした。参加者の皆さんには、VRを通して 

２つの認知症症状を体験していただきました。 

 1つ目は、電車で移動している途中に自分がどこにいるのか、どこに向かっているのか分から

なくなってしまうストーリーを通して見当識障害を体験していただきました。２つ目は、レビー小 

体型認知症に特徴的な症状である幻視を体験していただきました。 

 VR体験後、参加者からは「優しく声をかけてもらえると安心する」、「自分の感じていることを

否定せずまず話を聞いてほしい気持ちになった」という声があがり、認知症患者の気持ちに 

寄り添う機会になったことと思います。 

 我々認知症ケアメンバーにとってもVR体験は貴重な経験であり、参加者との交流を通して 

認知症ケアについて改めて考える有意義な時間となりました。  

薬剤部 森本 雅生  

赤十字健康講座 『認知症を深く理解する～VRの体験を通して～』 

発行 岡山赤十字病院 広報委員会 

株式会社サンリオ様から車椅子寄贈 

 株式会社サンリオ様より、5階西小児病棟へ子供用の車いすを寄贈していただきました。 

 ピンク色のシートで車輪にはサンリオのキャラクターが描かれており、子育て中のスタッフの反

応を見ていると、子供たちの喜ぶ姿が目に浮かんできます。病棟ではまだ活躍する機会はありま

せんが、これからリハビリが必要な子供たちが入院してきた時は、車いすに描かれているサンリ

オのキャラクターたちが力を貸してくれると期待しています。薬が飲めないとき、吸入が出来ない 

ときなどにも一役かってくれ・・・たらいいな。 

 キャラクターに見守られながら、子供たち

が少しでも早く元気になれるよう一緒に 

頑張っていきたいと思います。 

 この度は、素敵な贈り物をありがとうござ

いました。大切に使わせていただきます。 

５階西病棟 黒田 忍 


